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臨海実験所は、京都帝国大学理学部附属瀬戸臨海研

究所として、大王11年（1922）、当時の瀬戸鉛山村

から敷地を購入し、番所崎の桔梗平と呼ばれた地に

創設された。日本の理学部系の臨海実験所としては

日本においては、東京大学の三崎臨海実験所に次い

で2番目に古いもので、 2012年に90周年を迎えた

ことになる。また瀬戸臨海実験所付属白浜水族館も、

昭和 5年（1930)6月 1日の昭和天皇陛下の瀬戸

臨海実験所への行幸1周年を記念し、観覧設備を加

えて水槽室を水族館として一般公開を開始したの

が始まりで、 2010年に80周年を迎えた。

このような時期に当たって、瀬戸臨海実験所およ

び白浜水族館の歴史や、ゆかりの人たちによる思い

出の文書を集めたものの出版を企画したのが本書

である。

官頭の原田英司元所長の文章は、実験所創設 70

周年の 1992年頃に書かれたものである。原田先生

は昭和 1982年から 1996年まで精R戸臨海実験所の

所長を務められ、研究と教育に心血を注がれた。こ

の原稿は、準備中のものが所内で回覧されたことが

あり、その後、 1997年付けの序文も作成されては

いるが、公表されないままで来て、先生が 2009年

1月 29日に亡くなられたときに、その遺品の中か

ら原稿のファイルが見つかったもので、ある。非常に

詳細な歴史的情報が集められており、そのまま埋も

れさせるにはあまりにも惜しいと思われたので、奥

様に許可を頂いたうえで、今回出版することにした。

原田先生の当初の計画では、実験耳晴リ設 70周年ま

での 1992年までを網羅するつもりで、各年のファ

イルも準備をされていたようであるが、実際に詳細

な情報が書かれていたのは、 1945年までである。

おそらく、出版する段階になれば、情報の追加や、

元の資料に当たっての確認や修玉などの作業も想

定しておられたものと思われるが、残された者には

そのような作業も不可能なので、全体としての統一

性や明らかな誤りの訂正以外は原稿通りに印刷す

ることにした。もし間違いが残っているとすれば、

このような形で出版することになった事情による

ものとご寛恕~郎、たし、

なお，以前の歴史など、については、瀬戸臨海実験

所五十年史 1922-1972 (23頁の冊子）が3 昭和

47年 9月に実験所の創立五十周年記念事業実行委

員会により発刊されているので参照されたい。

本冊子の内容であるが、同志社大学名誉教授の小

林直玉氏の文章は、 50年以上にわたって、瀬戸臨

海実験所を研究のために利用されてきた中で、見聞

きされたことをとりまとめたものである。

串樹海中公園センター名誉館長の内田紘臣氏の

文章は、 40年以上にわたって、瀬戸臨海実験所を

利用されるとともに、また同じ和歌山県の水族館関

係者として、水族館を眺めて来られた経験から、思

い出を書いていただU、た。

荒賀忠一・田名瀬英朋両氏は、元瀬戸臨海実験所

教員として、また水族館担当として、歴史や体験談

を記していただいた。

90年にわたるこの実験所の歴史の中で、多くの

人たちがこの実験所に去来した。また日本の海洋生

物学の発展の中で、この実験所に関わってきた人の

貢献もまた大きいものがある。そのような思いも含

めてこの文集を世に送り出す次第である。
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